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全
国
シ
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ロ
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一
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
基
本
目
標 

 

（１）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）2月 5日 第 334号 



 

（2）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）2月 5日 第 334号 

 就業報告書（2 月分）の提出は 3 月 3 日 ㈮ までにお願いします。 

 

参加した会場の様子 

シ
ル
バ
ー
保
険
に
つ
い
て 

「
傷
害
保
険
料
の
金
額
に
変
更
な
し
」 

 

令
和
５
年
度
の
傷
害
保
険
料
は
今
年
度
と
同
額

の
１
，
４
７
０
円
で
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。 

年
会
費
１
，
０
０
０
円
と
合
計
で
２
，
４
７
０
円 

と
な
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
保
険
料
と
会
費
は
、

３
月
就
業
分
（
４
月
支
払
い
の
配
分
金
）
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
ま
す
。 

 
 

な
お
、
配
分
金
に
て
引
き
落
と
し
が
で
き
な
い 

会
員
は
、
必
ず
５
月
末
ま
で
に
本
部
・
支
部
へ
持
参 

し
て
く
だ
さ
い
。 

 ※ 

現
行
、
新
規
に
入
会
す
る
会
員
の
保
険
料
は
、
入

会
す
る
月
に
応
じ
た
金
額
と
な
っ
て
お
り
、保
険
金

額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

            

入
院
・
通
院
の
給
付
日
数
に
は
限
度
が
あ
り
、
保
険

会
社
の
査
定
に
よ
り
ま
す
。 

シ
ル
ボ
ン
ヌ
全
国
大
会
IN
愛
知 

昨
年
12
月
22
日
㈭
、
名
古
屋
駅
前
ウ
ィ
ン
ク
あ

い
ち
に
お
い
て
シ
ル
ボ
ン
ヌ
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、

当
セ
ン
タ
ー
小
物
づ
く
り
班
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
会
は
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
が
主
催
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
い
き

い
き
と
活
躍
し
て
い
る
女
性
会
員
を
よ
り
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
輝
い
て
欲
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

全
国
の
１
，
３
０
０
を
超
え
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
現
在
23
万
人
以
上
の
女
性
会
員
が
元

気
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

シ
ル
ボ
ン
ヌ
と
は
、「
シ
ル
バ
ー
」
と
「
ボ
ン
ヌ
」 

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
女
性
の
お
手
伝
い
、
親
切
、
優
れ

た
の
意
味
）
を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。 

         

庭
木
剪
定
業
務
の
実
績
に
つ
い
て 

 令
和
４
年
８
月
か
ら
12
月
ま
で
の
庭
木
剪
定
業

務
就
業
実
績
を
下
表
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。 

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
合
計
契
約
数
で
４
件
の

減
少
も
、
合
計
契
約
金
額
に
つ
い
て
は
百
43
万
３
千

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
保険金の種類 令和５年度 

 
死亡・後遺障害

保険金 

 

600万円 

 
 
入院保険金 

（１日） 

 

4,000円 

 
 
通院保険金 

（１回） 

 

2,000円 

 

年度 

 

月別 

令和４年度 令和３年度 前年度比較 

件数 契約金額（千円） 件数 契約金額（千円） 件数 契約金額（千円） ％ 

8月 82 2,773 67 2,003 15 770 138 

9月 295 10,861 317 10,877 △22 △16 99 

10月 479 16,408 474 15,751 5 657 104 

11月 509 15,173 504 15,631 5 △458 97 

12月 393 12,281 400 11,801 △7 480 104 

合計 1,758 57,496 1,762 56,063 △4 1,433 102 

 



  
「承
久
の
乱
」 

軍
議
の
地 

一
宮 

  

昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

で
放
映
さ
れ
た
鎌
倉
幕
府
軍
と
朝
廷
軍
が
戦
っ
た

「
承
久
の
乱
」
と
一
宮
市
の
関
り
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
展
示
が
、
去
る
１
月
13
日
㈮
ま
で
、
i-

ビ
ル
１

階
コ
ン
コ
ー
ス
と
真
清
田
神
社
前
の
宮
前
三
八
市
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
承
久
の
乱
」
は
、
１
２
２
１
年
（
承
久
３
年
）

に
起
こ
っ
た
、
朝
廷
と
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
初
め
て
の

内
乱
で
す
。
幕
府
軍
は
、
真
清
田
神
社
周
辺
に
陣
を

構
え
て
軍
議
を
行
い
、
木
曽
川
の
渡
河
地
区
で
の
戦

い
で
朝
廷
軍
に
圧
勝
し
ま
し
た
。 

「
承
久
の
乱
」
の
事
の
起
こ
り
は
、
京
都
に
い
た

後
鳥
羽
（
ご
と
ば
）
上
皇
が
、
土
御
門
（
つ
ち
み
か

ど
）
上
皇
、
順
徳
（
じ
ゅ
ん
と
く
）
上
皇
と
協
力
し

て
、
鎌
倉
幕
府
を
執
権
し
て
い
る
北
条
義
時
を
打
倒

し
よ
う
と
挙
兵
し
た
こ
と
で
し
た
。 

当
時
は
、
北
条
氏
を
中
心
と
し
た
鎌
倉
幕
府
が
主

に
東
日
本
を
勢
力
下
に
、
そ
し
て
天
皇
側
が
主
に
西

日
本
を
勢
力
下
に
お
く
二
頭
政
治
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
義
時
を
憎
々
し
く
思
っ
て
い
た
後
鳥
羽
上
皇
は

天
皇
家
の
実
権
回
復
を
望
み
、
幕
府
方
の
京
都
守
護

を
攻
め
殺
し
て
挙
兵
に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。 

先
ず
後
鳥
羽
上
皇
は
、
朝
敵
と
し
て
義
時
を
追
討

す
る
「
院
宣
（
い
ん
ぜ
ん
）」
を
全
国
各
地
の
実
力
者

に
送
り
ま
し
た
。
鎌
倉
に
い
る
武
士
た
ち
は
、
朝
廷

直
々
の
命
令
を
恐
れ
て
動
揺
し
ま
し
た
が
、
初
代
将

軍
だ
っ
た
源
頼
朝
の
正
室
で
あ
る
北
条
政
子
の
「
故

頼
朝
公
の
恩
は
山
よ
り
も
高
く
、
海
よ
り
も
深
い
。

こ
の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
、
後
鳥
羽
上
皇
の
軍
団
を

倒
せ
」
と
い
う
名
演
説
で
結
束
し
、
政
子
を
筆
頭
に

京
都
に
進
軍
す
る
強
硬
策
を
と
り
ま
し
た
。
道
中
で

も
多
く
の
武
士
が
参
加
し
、
鎌
倉
幕
府
軍
は
お
よ
そ

19
万
人
の
大
軍
に
膨
れ
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。 

一
方
の
朝
廷
側
は
、
院
宣
の
影
響
力
を
信
じ
て
幕

府
軍
の
動
き
を
甘
く
見
て
い
た
た
め
、
進
軍
を
知
っ

て
慌
て
ま
す
。
し
か
し
対
応
が
後
手
に
ま
わ
り
、
各

地
で
幕
府
軍
に
敗
れ
京
都
を
占
拠
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
後
鳥
羽
上
皇
は
院
宣
を
取
り
下
げ
、
降
伏
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

鎌
倉
幕
府
軍
を
統
率
し
た
北
条
政
子
は
、
現
在
の

静
岡
県
で
あ
る
伊
豆
国
の
出
身
。
父
親
は
北
条
時
政

で
、
北
条
家
は
代
々
小
領
主
を
務
め
て
い
ま
し
た
。 

１
１
６
０
年
に
京
都
周
辺
で
起
こ
っ
た「
平
治
の
乱
」

で
源
義
朝
が
平
清
盛
に
敗
れ
、
子
ど
も
の
頼
朝
が
伊

豆
に
流
罪
と
な
る
と
、
そ
の
監
視
役
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
政
子
は
頼
朝
に
惚
れ
て
し
ま
い
、
２
人
は
恋

愛
関
係
と
な
り
ま
し
た
。 

当
初
は
父
親
の
時
政
も
怒
っ
た
も
の
の
、
政
子
の

意
思
に
負
け
、
こ
れ
以
降
頼
朝
の
勢
力
拡
大
に
協
力

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

長
い
戦
乱
を
経
て
武
家
を
制
圧
し
た
頼
朝
は
征

夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
鎌
倉
幕
府
を
開
き
ま
す
。

政
子
も
そ
の
夫
人
と
し
て
絶
大
な
権
力
を
行
使
し
ま

し
た
。 

頼
朝
の
死
後
は
、
息
子
で
あ
る
頼
家
、
実
朝
の
後

見
役
と
し
て
幕
府
を
仕
切
り
ま
す
。
し
か
し
、
彼
ら

が
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
源
氏
の
直
系
は
途
絶
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
京
都
か
ら
公
家
の
子
息
で

あ
る
２
歳
の
藤
原
頼
経
を
招
い
て
傀
儡
将
軍
に
据
え
、

実
質
的
に
は
幕
府
の
実
権
を
握
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
行
動
か
ら
悪
女
の
代
表
と
さ
れ
、

「
尼
将
軍
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
政
子
で
す
が
、

当
時
の
人
々
か
ら
の
信
頼
は
厚
か
っ
た
よ
う
で
、
幕

府
軍
を
率
い
て
勝
利
に
導
き
ま
し
た
。 

              

去る 1月 13 日まで行われた真清田 

神社前宮前三八市広場のパネル展示 
 

（3）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）2月 5日 第 334号 

 
 
 

令
和
４
年
度
安
全
標
語 

 

最
優
秀
作
品 

 
 

（
朝 

日
） 

 

山 

田 
 

辰 

雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
あ
い
い
か 

思
う
気
持
ち
が 

事
故
の
も
と 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
 

 



 

（4）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）2月 5日 第 334号 

 

 
 
 
 

会 

員 

の 

文 

芸 

  

川 

柳 

 
 
 
 
 
 
 

（
木
曽
川
）
桐 

田 

恵 

行 

一
年
後 

プ
ー
チ
ン
右
手
で 

涙
拭
き 

 

安
倍
プ
ー
チ
ン 

泣
く
の
を
見
た
い 

私
で
す 

  
 
 
 
 
 
 

（
大 
和
）
越 

野 

高 

光 

故
き
を
温
ね
て
新
し
き
エ
コ
を
知
る 

横
柄
な
高
齢
者
話
題
に
な
る
も 

自
分
は
違
う
と
心
で
思
う 

手
当
配
っ
て 

税
上
げ
る 

本
末
転
倒
じ
ゃ
ね 

 

短 

歌 

 
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
伊 

藤 

勝 

義 

そ
れ
ぞ
れ
に
年
相
応
の
皺
刻
み 

 
 
 
 
 
 

待
合
室
の
目
つ
き
優
し
き 

草
刈
の
機
械
の
音
を
聞
き
な
が
ら 

 
 
 
 
 
 

吾
は
鎌
に
て
草
刈
り
て
お
り 

       

退
会
者
の
紹
介
（
12
月
21
日
～
１
月
20
日
受
付
分
）

(

神
山)

後
藤
政
實
（
葉
栗
）
今
井 

勉
（
西
成
）
松
村

八
郎
（
北
方
）
金
川
善
雄
（
千
秋
）
夫
馬
き
ぬ
子
（
朝

日
）
水
野
博
之 

       
 
 
 
 
   

６
名 

新
入
会
員
の
紹
介 

(

１
月
４
日
～
19
日) 

(

貴
船)

溝
口
ま
さ
み(

葉
栗)

小
島
章
司(

浅
井
）安
達 

正
恭(

今
伊
勢
）
越
野
弘
勝
・
稲
垣
道
代
・
勅
使
河
原

朗
（
北
方
）
馬
場
良
一
（
大
和
）
武
馬
和
光
・
武
馬

由
美
子(

開
明)

小
林
堅
三
・
河
合 

弘(

木
曽
川)

石
川

南
美
江
・
加
藤
芳
信
・
松
本
美
佐
子 

14
名 

  

掲 

示 

板 

☆
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
配
分
金
の
支
払
日
（
請
負
） 

 
 

『
１
月
就
業
分
』
２
月
20
日
㈪ 

 

◎
賃
金
の
支
払
日
（
派
遣
） 

 
 

『
１
月
就
業
分
』
２
月
24
日
㈮ 

◎
就
業
相
談
日 
 
 

期
日
：
２
月
22
日
㈬ 

 
 

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
３
時
30
分 

 
 

場
所
：
本
部
、
尾
西
・
木
曽
川
各
支
部 

 

☆
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
参
加
を
‼ 

 
 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
中
止 

し
て
い
ま
し
た
大
江
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
を
３
月
16
日
㈭
９
時
30
分
か
ら
大
乗 

公
園
に
て
行
い
ま
す
。 

 
 

会
員
の
皆
さ
ん
是
非
と
も
、 

こ
ぞ
っ
て
の
参
加
を
お
願 

い
し
ま
す
。 

参
加
者
に
は
粗
品
進
呈 

し
ま
す
。 

令
和
４
年
確
定
申
告
に
つ
い
て 

 
  

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
今
年
も
予
約
制
で
、
予
約

の
な
い
方
は
原
則
入
場
で
き
ま
せ
ん
。 

 
 

既
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
ま
し
た
、「
賃
金

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
申
告
が
必
要
な
場

合
は
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

申
告
に
は
、
ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

よ
る
e-

t

a

x 

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。 

★
申
告
相
談
会
場 

○
所
得
税
の
確
定
申
告
相
談
（
事
前
整
理
券
必
要
） 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー 

２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬ 

 
 

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

※
２
月
19
日
㈰
と
２
月
26
日
㈰
は
開
設 

さ
れ
ま
す
。 

○
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
相
談
（
予
約
必
要
） 

一
宮
会
場 (

本
庁
舎
14
階
大
会
議
室
） 

２
月
16
日
㈭ 

～
３
月
15
日
㈬ 

尾
西
会
場 (

尾
西
庁
舎
6
階
大
ホ
ー
ル
） 

２
月
16
日
㈭
～
２
月
28
日
㈫ 

木
曽
川
会
場
（
木
曽
川
庁
舎
2
階
研
修
室
） 

３
月
２
日
㈭
～
３
月
13
日
㈪ 

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
を
除
く 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

★
問
合
せ 

○
所
得
税
は
、
一
宮
税
務
署(

72-

4

3

3

1
） 

○
市
・
県
民
税
は
、
一
宮
市
役
所
市
民
税
課 

（
28-

8

9

6

3
） 

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

（
85-

7

4

3

7
） 

 


